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本日の予定

1. 目的
2. 両角の実施した内容と知見
3. 各自の抱えている課題等



演習の目的

• KJ法は、文化人類学者の川喜田二郎氏が、フィールド
ワークから得られた膨大な収集データの整理を行うた
めに開発された手法と言えます。

• 広い意味でのデザイン行為も、実際の生活や起業活動
を対象に複雑な問題の解決を行うことを目的としてい
るので、共通した背景を持っていると言えると思いま
す。

• 自分の抱えている課題をKJ法を通じて考え、まとめ
る・解決方向を考えてみることを実行してみましょう。



KJ法の説明（1）
KJ 法の発想の原点には，今西学派の特徴である未知への冒険精神と，生き
た世界に実践的に関与しながら認識するという根本姿勢があった。
方法論の基本的特徴には，次の6 点があげられた。
1）現場取材と創造的総合の二つからなるフィールド科学。
2）ありのままのデータからボトムアップで認識する方法論。
3）フィールドノートではなくカード記述によって自由で多様な組み合せの
可能性。
4）意味を重視した文章見出しの多段階使用。
5）雑多なデータを図解化によって統合。
6）図解化と言語化による提示と衆目評価による合意形成。

• 質的心理学研究 第2 号／2003／Ｎo.2／6-28

• ＫＪ法の原点と核心を語る ― 川喜田二郎さんインタビュー



Case：親子の学びにおける課題と展望

1. 現状についての親の課題意識
親（親K）は、子供（子T）により適切な学びをしてほし
いと願うが、子Tは勉強が楽しくなく、許されるなら
ずっとゲームをしたりYouTubeを見たりしていたい（刺
激的で受動的に楽しめる対象）

2. フィールド調査方法
１か月間の観察と必要に応じて子供に質問をする。



3. フィールド調査 図解化（A型）



4. フィールド調査 叙述化（B型）1/2

学びが起きるには、学び手が学びたいと思うことが前提となる。

［a］子Tにとてっては、一度学んだことをまたやり直すことに意味を見いだせない
ようであった。新しい教材を用意することが必要になる。（学び手の性格によって
おそらく状況が異なる）

［b］また、学ぶ内容が実際に生活に役に立つか、ないしは興味が持てる内容か（例
えば興味のある歴史人物や出来事）であることが必要である。価値を感じられなけ
れば、本当の理解にはつながらない。

［c］学ぶ対象が学び手にとって適切な単位になっているかどうかも重要である。音
楽の授業で、クラシック音楽を鑑賞する授業で、曲を分割した部分を聴かせどのよ
うな感想を持った発表しあうことがあったが、グループワークで意見を出し合いな
がら内容を楽しんでした。ただ、楽曲を聞かせ感想を述べさせるだけでは、興味を
持たない子供が多かっただろうが、対象の適切な分割で既知の知識で扱いやすいこ
とが子供達の学びにつながっていたと推測できた。



4. フィールド調査 叙述化（B型）2/2
［d］さらに、グループワークによって、学び合いが起こっていることは良い影響を
与える。競い合って発言をしたり、教え合ったりすることで、学びを進めることが
できる。ただし、人によって理解の進度が異なるので、落ちこぼれを生まずまた飽
きさせないグループ学習をすすめるにはたくさんの工夫が必要になる。

最初に述べたように、学び手が学びたいと思えるかどうかが重要であり、他にやり
たいこと（現代であれば、ゲームや動画は選び放題）があるので、いわゆる『勉
強』からはすぐに離れてしまう。

［e］やりたいことがあるのに勉強に向かうのは、ハードルが高い。高いハードルを
少しでも低くする手助けになるのが、取りつきやすく細かくした計画である。自分
自身で目標を立て、それに近づく計画を立てることが望ましいが、計画を細分化す
るには経験がいる。経験と経験に基づく計画という『鶏卵：鶏が先か卵が先か』問
題になる。親が寄り添いながら、地道に計画建てと実行と振返りが良いと考えるが、
なかなかうまく行かない。



資料：カードから図化まで 1/3



資料：カードから図化まで 2/3



資料：カードから図化まで 3/3



今回の実践からの KJ法の知見･ポイント



KJ法の知見・ポイント（B型）

• 現場をそのまま捉える
• 即時にカード化することで認知能力の制約を超えられる
• 事実の可視化と対象の操作可能性が重要

• 複雑さを分割して認知的制約を超える
• 手法（カードや一行見出し等）の制約が観察力をアップする
• プロセスを分割し、その過程に集中すること。また、必要に応

じてプロセスの行き来すること（前に戻る）

• 構造化を分離して、多視点で構造を熟慮する
• カードの位置は関係を再認識させる
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